
著

皮

膚

電

抵

抗

通

原

ー-3-

序

言

第
一
一
編
皮
膚
通
電
抵
抗
就
中
共
の
基
本
的
研
究

第

一

章

緒

言

第

二

章

測

定

器

第
一
項
実
験
用
皮
麿
通
電
測
定
器

第
二
項
臨
床
用
皮
膚
通
電
測
定
器
一

川
良
導
点
電
流
量
測
定
装
置

ω
良
導
絡
探
索
装
置

ω
良
導
点
探
索
装
置

第
三
章
メ
チ
レ
ン
背
皮
膚
電
流
輸
送
法
に
関
す
る
研
究

第

四

章

自

律

神

経

剤

注

射
C
皮
膚
通
電
抵
抗
に
及
ぽ
す
影
響

第
五
章
皮
膚
通
電
抵
抗
と
圧
痛
及
び
電
流
痛
に
関
す
る
研
究

第
六
章
施
灸
後
十
分
時
皮
膚
の
諸
点
に
於
け
る
通
電
抵
抗
の
変
化

第
・
七
章
電
圧
の
変
化
に
よ
る
皮
膚
通
電
電
流
量
の
変
化

第
八
章
置
織
に
よ
る
皮
膚
通
電
低
抗
C
変
化

第
九
意
不
感
蒸
池
と
皮
腐
通
電
抵
抗
・
・

第

十

章

総

括

と

結

論

第
二
編
良
導
絡
に
関
す
る
研
究

第

一

章

緒

言

第
二
章
良
導
絡
む
形
態
に
関
す
る
研
究

其
の
一
良
導
絡
む
形
態

其
の
こ
腰
部
、
手
掌
及
び
顔
面
の
通
電
抵
抗
の
一
例

、.、、
仏ー

示

其
の
三
三
叉
神
経
痛
の
分
析

其
の
四
背
部
の
通
電
低
抗

其
の
五
良
導
絡
に
於
け
る
プ
ロ
カ
イ
ン
注
射
の
影
譜

其
の
六
打
撲
に
よ
る
可
。
良
導
絡
の
変
動

第
三
章
良
導
絡
と
内
臓
と
の
関
係

第
四
章
代
表
良
導
点
に
関
す
る
研
究

第
五
章
皮
膚
通
電
、
通
過
電
流
量
の
比
較
に
関
す
る
研
究

第
六
寧
日
常
生
活
が
良
導
絡
に
及
ぽ
す
影
響

第
七
章
同
一
良
導
絡
上
の
各
良
導
点
刺
激
が
そ
の
各
々
の

良
導
点
に
及
ぽ
す
影
響

同
一
良
導
絡
上
の
諸
良
導
点
に
対
す
る
刺
激
が
他

の
良
導
絡
に
及
ぽ
す
影
務
諸

五
伝
導
方
向
に
関
す
る
研
究

五
伝
導
方
向
と
興
務
総
抑
制
織
に
関
す
る
研
究

六
部
定
位
の
通
電
抵
抗
に
関
す
る
研
究

左
右
良
導
絡
の
相
関
関
係

変
装
良
導
絡
の
相
関
関
係

良
導
絡
の
興
奮
点
及
び
抑
制
点
の
研
究

刺
激
の
種
類
及
び
査
と
そ
の
良
導
絡
へ
の
影
響
に
関
す
る
研
究

全
良
導
絡
調
盤
と
そ
め
分
訴
に
関
す
る
研
実

反
応
良
導
点
に
関
す
る
研
究

総
括
及
び
結
論

文

献

良

導

大

生第

八

章

第

九

章

第

十

章

第
十
一
章

第
十
二
章

第
十
三
章

第
十
四
章

第
十
五
章

第
十
六
章

第
十
七
章

第
十
八
章

参

考

、、

絡

〈五〉

理

中

義

雄

谷'

-. 
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第
七
章

同

一

良

導

絡

上
、の
各
良
導
点
刺
激
が
そ
の
各
々
の

良
導
点
に
及
ぼ
す
影
響

第

一
項

緒

言

同
一
良
導
絡
上

ρ良
導
点
一
つ
づ
っ
に
施
灸
刺
激
主
与
え
て
.
そ
の
都
度
.
モ
れ
ら

の
良
樽
点
に
於
け
る
通
電
抵
抗
値
が
如
何
に
反
応
す
'る
か
を
知
る
為
に
各
良
導
絡
上

に
ω
l
u
c
良
導
点
を
選
び
乙
K
刺
激
主
与
-
人
た
結
果
を
測
定
し
て
み
た
匂
己
れ
に

よ
っ
て
同
一

良
導
絡
上
に
於
け
る
各
良
導
点
D
相
関
関
係
主
知
る
E
と
が
出
来
る
。

第
=
項

実

験

川

実
験
資
料

(
A
〉
出
回
目
白

ア
町，
司
u
?
"由
民
導
絡
の
笑
験
は

中

O
義

O

U

才

男

性

健

康

鐙

(
B
)

勺
酔
良
導
絡
白
実
験
は

川

O
ハ

O
ヨ

μ
才

女

性

坐

骨

神

経
術

ω
実
験
装
置

白

実
験
用
皮
腐
通
電
抵
抗
測
定
袋
霞

時
間
的
づ
れ
を
な
く
す
る
為
と
、
位
極
D
条
件
を
一
定
に
す
る
為
と
の
目
的
で
焚
験

用
皮
胤
遇
包
括
抗
測
定
装
置
主
用
い
た
。

附

賛

験

成

績

左
表
は
同
4

良
導
絡
の
出
』
戸
同
誌

E
HU
】T
円
三
国
H
U
出
も
出
口
司
宇
田
M
G

Z
M

E

Z
江
戸
田
立
国
良
市
骨
点
に
米
極
大
施
灸
刺
激
主
各
一
壮
づ
っ
与
え
た
も
の
で

そ
の
刺
激
直
前
と
直
後
に
於

τ出
三

z

b

z

u

z

t

z
ド

P
E
t
-
ヱ
ロ

E
H臼

民
も
Z
H
F
O
-
-内
H
戸
田
三
回
の
各
良
柑
時
点
で
皮
脂
過
程
抵
抗
を
測
定
し
た
。
績
に
並

ぶ
良
導
点
名
は
測
定
で
渇
り
、
縦
い
い
並
ぶ
良
導
点
名
は
刺
激
E
示
し

τい
る
。
測
定

部
位
及
び
刺
激
部
位
は
問
一
の
良
捕
時
点
に
な
っ

τ
い
る
が
.
刺
激
部
位
は
測
定
部
位

の
す
ぐ
積
(
司
凶
良
導
絡
側
}
で
ゐ
る
。
同
己
主
刺
激
す
る
前
む
通
低
公
〉
金
品
目
に

で
は
山
μ
A
、
民
HM
で
は
9
μ
A
回
M
=
μ

μ
A
同
】
F
品
川
μ
A
民
H
山
一
ω
μ
A
・
で

あ
り
、
国
亡
に
米
位
大
施
灸
を

一
壮
行
っ
て
.
そ
の
直
後
同
一
部
位
で
噛
低
抵
抗
を

‘

測
定
す
る
と
.
z
t
で
は
山
μ
が
ω
μ
A
K
な
っ

て
い
る
o
z
b
は
9
μ
A
が
5
μ

A
に
出
】F臼
は
8
μ
A
、
z
t
は
い山
μ
A
、
Z
U円九
日
は
出
μ
A
に
:
・
:
な
っ

τ
い
る
。

上
段
は
刺
滋
直
前
の
読
む
μ
A
主
で
あ
り
、
下
段
は
刺
激
直
後
の
通
電

μ
A
設
で
ゐ

る
。
そ
の
遂
を
次
C
表
に
-示
し
た
。
E
の
表
に
よ
っ
て
ヱ
巴
に
米
粧
大

-
壮
の
刺
激

を
与
え
た
処
刺
激
主
与
え
た
部
位
。
通
電
μ
A
設
は
い
山
μ
A
制
加
し
、
国
じ
は
4
μ

A
減
少
、
Z
5
b
6
μ
A
減
少
、
ヱ
エ
も
3
μ
久
減
少
と
云
う
結
果
を
得
た
。
E
D
e

表
よ
り
考
察
字
る
と
ヱ
こ
と
Z
乙
C

が
最
も
関
係
深
い
の
で
は
な
か
ゐ
う
か
、
そ
れ

は
巴
己
主
刺
激
し
た
場
合
、
そ
の
反
応

μ
λ
ま
は
Z
乙
川
が
最
高
で
次
は
ヱ
凶
=
の

S
で
あ
る
o
E
に
は
刺
激
部
位
で
ゐ
る
か
ら
、
そ
れ
を
D
ぞ
く
と
.
ヱ
止
と
ヱ
】F
=
と

が
最
も
関
係
深
い
と
解
さ
れ
る
。
勿
論
己
目
l
例
を
も
っ

τ、
Z
H
F
と
ヱ
】
「
-c
と
が

最
も
関
係
が
深
い
と
断
言
す
る
の
で
は
な
く
、
こ
う
し
た
関
係
主
知
る
為
D
方
法
と

し
て
E
C
様
な
己
と
が
必
要
で
ゐ
り
之
を
統
計
す
る
己
と
に
よ
っ
て
同

一
良
導
絡

上
の
各
良
導
点
聞
の
相
関
関
係
主
知
る
ζ

と
が
出
来
る
わ
け
で
あ
る
。
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第
三
項

考

按

以
上
の
笑
験
は

z
r
zヲ
匡
一
2

・
同
F

町
?
?
=
良
導
絡
各
一
例
の
変
化
で
ゐ

る
の
で
、

E
の
各
一
例
づ
つ
の
変
化
を

4
つ

τ、
ど
の
良
導
点
は
ど
の
良
導
点
と
関

係
が
深
い
と
調
う
様
な
事
は
調
え
な
い
。
し
か
し
‘
乙
の
変
化
が

一
定
の
法
則
性
を

も
っ

て
い
る
と
謂
う
ζ

と
は
、
己
の
T
l
F
ー
に
よ
り
第
四
誌
の
代
表
良
導
点
に
関

す
る
研
究
の
第

一
実
験
よ
り
第
五
実
験
の
良
導
絡
の
緊
張
度
の
変
化
と
代
表
良
導
点

の
変
化
が
現
は
れ
て
い
る
の
で
、

一
定
の
法
則
性
の
も
と
に
反
応
し
た
も
の
と
湾
え

得
ょ
う
o

但
し
例
類
が
少
い
の
で
前
胞
の
如
〈
之
を
以
て
哲
池
妥
当
時
特
と
す
る
処
迄

考
え
る
乙
と
は
何
う
か
と
巴
は
れ
る
。

第

四

項

締

結

灸
刺
激
に
対
す
る
良
導
絡
の
反
隠
は
刺
激
部
位
が

一
番
強
〈
反
隠
す
る
と
調
う
様
な

L
と
は
な
い
。
寧
ろ
刺
滋
点
か
ら
遠
方
の
良
導
点
に
強
い
反
隠
を
生
じ
て
い

る
様
な

所
が
ゐ
る
。
左
右
の
関
係
で
反
対
側
へ
利
融
効
果
が
相
当
強
く
及
ん
で
い

る
.

同
一
由
民
導
絡
上
の
諸
良
導
点
に
対
寸
る
刺
激
い
か
他
の

良
導
絡
じ
及
ぼ
す
影
響

第

一

取

締

苔

同
一
良
噂
絡
上
白
致
墜
と
忠
は
れ
る
良
穂
点
に
利
放
を
加

え
.
仙
の
良
導
絡
の
代
表

良
導
点
で
そ
の
刺
激
効
果
を
測
定
し
、
必
の
良
捕
時
点
は
ど
の
良
導
絡
に
特
に
影
響
す

る
か
を
知
ら
う
と
し
た
。
古
典
経
絡
説
に
よ
る
と
各
経
絡
に
井
栄
命
経
合
と
調
う
位

置
を
定
め
て
い
る
〈
第
四
章
代
表
良
導
点
に
関
す
る
研
究
で
弁
栄
命
経
品
ロ
の
位
鐙
主

示
し
た
)
。
そ
し
て
陰
経
ハ
肺
経
・
心
窪
、
肝
経
、
腎
経
、
牌
経
、
心
包
経
‘
)
で

は
井
は
木
性
の
性
質
主
色
ち
、
栄
は
火
性
の
性
質
を
も
ち
、
A

削
は
主
性
、
経
は
金
性
、

合
は
水
性
の
性
質
を
も
っ
と
さ
れ
て

い
る
。
防
経
ハ
小
刊
閉
経
、
大
腸
経
‘
跨
腕
怒
、

組
経
・
関
経
、
三
焦
綴
〉
で
は
井
は
金
性
、
栄
は
水
位
、
命
は
木
性
、
絡
は
火
性
、

合
は
土
性
の
性
質
E
a
b
っ
て

い
る
と
さ
れ
て
い
る
。
・

水
性
と
は
肝
飽
.
火
牲
と
は
心
.
小
腸
.
土
性
と
は
隣
同
.
金
性
と
は
肺
.
大
脇
、

水
性
は
腎
、
跨
抗
主
意
味
す
る
。

ζ

れ
は
陰
絵
の
、
例
え
ば
肺
経
由
井
穴
を
刺
激
す

る
と
木
性
で
ゐ
る
か
ら
、
肝
経
、
胆
経
を
刺
激
し
た
と
問
じ
意
味
に
な
る
.
肺
経
の

第
八
章
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栄
穴
を
刺
激
す
る
と
次
位
で
あ
る
か
ら
心
経
、
小
四
四
激
主
刺
激
し
た
と
同
じ
意
味
に

な
る
。

ζ

の
綾
な
ζ

と
が
良
導
絡
に
も
寄
在
す
る
や
否
や
を
知
る
為
に
井
栄
命
経
合

、
に
相
当
す
る
良
導
点
に
刺
激
主
与
え
て
各
代
表
良
導
点
で
測
定
し
た
、。

第

二

項

笑

験

川
実
験
資
料

中

O
謎

O

U
才

男

性

健

康

恒

ω
実

験

装

置

-

実
験
用
測
定
装
置

問
実
験
方
法

同
H

(

肺
仰
)
慎
導
絡
上
の
井
栄
命
経
合
に
ゐ
た
ぎ
良
都
点
、
出
己
、
民い戸回、

E
U、

出
H

也、
回
忌
に
施
灸
(
米
粒
大
一
壮
)
刺
激
を
与
え
て
各
良
導
絡
上
の
代
表
良
導
占
山

で
そ
の
反
感
を
測
定
し
た
。

川
笑
験
成
績
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第

三

項

考

接

出
己
主
刺
激
し
た
場
合
は
司
、
(
畑
出
)
に

9
μ
A
変
化
を
与
え
て
い
る
。
己
れ
た
古

典
白
木
性
に一

致
し
て
い
る
。
民
民
主
刺
激
し
た
場
合
は
見
込
(
肺
)
が
日

μ
A
で

最
高
・
古
典
の
火
性
に
一
致
し
て
い
な
い
。

白
む
を
刺
激
し
た
場
合
同
も
(
附
)
が

5
μ
A
変
化
し
て
い
る
。
之
は
古
典
の
土
性
に

一
致
し
て
い
な
い
。
民
立
を
刺
激
し

た
場
合
同
込
(
肺
u

が
6
4
μ
A
変
化
し
て
い
る
。
古
典
の
金
性
に
一
致
し
て
い
る
が

出
H

回、

zz.
国
主
主
刺
激
し
た
場
合
、
皆
同
向
込
が
強
く
反
隠
し

τ
い
る
白
で
、
H

UP

G

D

刺
激
が
特
に
ZHω
に
内
用
し
た
と
は
考
え
難
い
、
そ
れ
に
民
主
及
び
白
山
由
は
料

品
出
前
の

μ
A
量
が
他
と
比
較
し
て
大
き
い
D
で
反
感
が
大
き
く
現
は
れ
る
と
考
一正
ら

れ
る
か
ら
そ
の
関
係
は
真
笑
性
に
と
ほ
し
い
。
ヱ
ユ
を
刺
激
し
た
場
合
.
甲
山
三
ハ
大

腸

)

吋

H

一r
(脚
)
、
ヱ
も
(
心
)
、
】
ヮ
主
(
膨
腕
)
が
各

l
μ
A
づ
っ
変
化
し
て
い

る
C
で
、
古
典
の
水
性
が
特
に
関
係
深
い
と
は
調
え
な
い
。
国
も
の
反
市
胞
が
特
に
多

い
の
で
そ
れ
を
除
外
し
て
考
祭
し
て
も
、
古
典
と
は
一
致
し
な
い
方
が
多
い
。

第

四

項

結

語

同

一
良
等
絡
上
の
古
典
井
栄
命
経
合
に
ゐ
た
る
良
導
点
主
刺
激
し
た
場
合
、

ζ

の一

例
に
於
て
は
古
典
に
潤
う
、
井
は
木
、
栄
は
火
、
命
は
土
、
経
は
金
、
合
は
水
位
と

謂
っ
た
佐
賀
は
良
導
絡
に
於
て
は
認
め
ら
れ
な
か
っ
た
。

五
伝
導
方
向
に
関
す
る
研
究

第

二

唄

絡

言

五
伝
導
方
向
と
は
古
典
五
行
説
の
相
生
‘
相
沿
線
D
方
向
を
調
う
、
五
行
設
は
宇
宙

の
自
然
原
理
で
あ
る
易
学
か
ら
、
人
休
は
小
宇
宙
で
あ
る
と
請
う
白
で
人
休
に
と
り

入
れ
ら
れ
た
も
の
と
閉
は
れ

τ
い
る
。
認
に
大
胆
な
仮
定
が
そ
D
前
提
に
採
り
入
ら

れ
て
い
る
訳
で
あ
る
。
そ
れ
ま
で
は
三
陰
一
陽
設
が
有
力
で
あ
っ
た
。
科
学
白
無
い

時
代
の
こ
と
で
ゐ
る
白
で
、
法
則
は
哲
理
と
し
て
系
統
づ
け
ら
れ
た
と
矧
っ
て
よ
か

ろ
う
。
太
E
叫
が
分
れ

τ陰
陽
と
な
り
、
陰
陽
が
令
れ

τ三
陰
-
協
と
な
り
、
之
が
手

足
に
配
当
さ
れ
て
手
の
三
陰
三
陽
、
足
の
三
陰
三
協
と
な
り
、
手
足
を
ゐ
わ
せ
て
十

一
一
務
と
な
る
と
述
べ

τ
い
る
。
五
行
説
は
其
白
後
に
系
統
だ
て
ら
れ
た
も
白
で
，
天

地
C
萩
疑
問
象
ば
、
木
火
土
金
水
か
ら
成
る
と
し
、
木
は
火
を
生
み
、
火
は
土
を
生

み
、
土
は
金
主
生
み
、
金
は
水
を
生
む
。

ζ

の
関
係
を
相
生
関
係
と
よ
ぴ
、
五
要
素

聞
に
於
け
る
貌
和
的
関
係
を
示
し
で
い
る
と
し
た
も
D
で
あ
る
。

木
は
主
主
魁
し
、
土
は
水
主
治
し
、
水
は
火
を
魁
し
、
火
は
金
主
魁
し
、
金
は
木
主

魁
す
。
乙
C
関
係
を
五
行
相
越
と
よ
び
、
五
要
素
聞
に
於
け
る
反
援
的
関
係
を
一示
す

と
し
て
い
る
。
索
開
D
著
者
は
五
行
に
天
地
む
ゐ
ら
ゆ
る
自
然
相
を
当
て
は
め
て
い

る
と
同
時
に

.
λ
穏
D
生
活
現
象
を
も
悉
く
是
に
当
は
め
て
観
察
し
て
い
る
。
即
ち

第
九
章
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木
に
肝
、
阻
.
火
に
心
、
小
腸
、
土
に
牌
、
胃
、
金
に
蹄
、
大
腸
冷
水
に
腎
、
勝
脱

を
配
当
し
で
い
る
。
臓
蹄
に
或
は
経
絡
に
以
上
の
様
な
五
行
的
関
係
が
存
在
す
る
か

否
か
に
つ
い
て
鋸
灸
医
学
D
古
典
派
と
現
代
科
学
派
ぎ
の
聞
に
論
争
さ
れ
た
。
し
か

し
.
是
は
水
掛
論
に
終
つ
先
。
そ
れ
は
、

E
ち
ら
に
も
肯
定
或
は
否
定
す
る
科
学
的

根
接
が
無
か
っ
た
か
ら
だ
と
云
っ
て
よ
か
ろ
う
。
良
導
絡
に
以
上
の
様
な
相
生
、
相
、

魁
‘
五
行
D
様
な
性
質
部
容
在
す
る
か
否
か
を
窺
ふ
為
に
各
良
導
絡
に
刺
激
を
与
え
'

そ
れ
を
代
表
良
導
点
で
測
定
し
て
、
ど
の
良
導
絡
を
刺
激
し
た
場
合
、
ど
の
良
導
絡

が
最
も
強
く
反
臆
す
る
か
、
或
は

εの
良
導
絡
む
興
膏
性
が
高
ま
っ
て
い
る
時
に
、

ど
の
良
導
絡
む
興
奮
性
が
低
下
し
て
い
る
か
等
に
つ
い
て
実
験
し
て
右
の
如
き
相
闘

が
窺
へ
る
か
否
か
の
考
察
を
加
え
て
み
た
。

第

二

項

実

験

川
実
験
資
料

第
一
実
験
、
中

O
提

o
m才
男
性
.
健
康
館

第
二
実
験
、
中
の
義

O
M
M
才

男

性

I

健
康
健

第
三
第
験
、
中

O
義

O

鈍

才

男

性

健

康

憧

刺
激
結
果
の
慌
確
を
期
す
る
為
め
に
著
者
自
律
に
就
い
て
検
証
を
試
み
た
。

ω
実
験
装
置
.

第
.
一
実
験
実
験
用
測
定
装
置

第

二

実

験

指

墨

・

第
三
実
験
良
導
点
電
流
量
測
定
装
置

向
実
験
方
法

第
一
実
験
、
実
験
用
測
定
装
置
の
銀
板
電
極
を
左
代
表
良
導
点
臼
ケ
処
に
終
創
膏

で
固
定
し
‘

E
H
F
回
、
・
国
も
"
出
A
F

∞
¥
同
日
ロ
・
図
。
ロ
・
司
H也
・
匂
ω
∞・

吋

ω
己・

H
4

・tM.
可
円
叫
に
・
】
り
も
に
米
粒
大
各
、
一
壮
施
灸
し
た
ロ

第
二
実
験
、
例
一
で
は
司
ロ
己
を
指
墜
し
、
痛
く
な
る
ま
で
行
う
。
次
に
匂
ち
を

指
座
し
、
出
己
。
・
匂
3
0
・
出
口
C
順
に
指
魅
す
る
。
例
こ
で
は
司
a
H
F

匂
も
・

弘
、
・
問
。
H

P

?
“
P
E
.
b
・
句
切
H
H
D
順
で
指
座
す
る
。

第
三
実
験
、
司

t
r、
匂
ち
‘
国

agw
司。
Y
回
、
・
で
通
電
抵
抗
を
測
定
し

司
乞
ゲ
司
・
も
・
出
O
H
O
-

】
三
回
沼
地
図
む
の
す
ぐ
内
側
を
指
感
一
し
℃
ハ
痛
く
な
る
ま
で

)
そ
の
都
度
測
定
し
た
。

(4) 

実
験
成
績

第
一
実
験
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第

三

項

考

接

第
一
実
験
、
灸
刺
激
に
よ
る
通
過
電
流
ハ

μ
A
〉
霊
の
変
化
に
よ
っ
て
増
減

μ
A

量
を
求
め
た
処
、
各
代
表
良
導
点
。

μ
A
量
が

5
μ
A
か
ら
包
。
な
〉
の
聞
に
相
当

大
な
る
聞
き
が
あ
る
の
で
、
代
表
良
導
点
。

μ
A
盤
の
変
化
、
縦
の
中
で
特
に
変
化

し
た
も
の
佐
求
め
て

O
印
を
つ
け
た
、
出
も
で
は
回
忌
の
目
、
出
品
∞
の
却
、
同
a
H
H

の
山
、
司
ω

H

H

D

山
に

O
印
を
つ
凶
り
た
。
以
下
同
じ
ι

と
う
し
て
出
来
上
っ
た
表
に

.
つ
い
て
考
察
す
る
に
、
回
忌
を
刺
激
す
る
と
回
忌
・
国
三
・
句
。
A
-

吋
・
晶
子
回
り
も
・

句
も
に
強
く
.
作
用
し
た
と
解
さ
れ
る
。
同
%
を
刺
激
す
る
と
、
国
為
・
『
ω
m
・
司
九

回
り
込
に
強
く
作
用
じ
た
と
解
さ
れ
る
。
こ
の
様
に
強
く
作
用
す
る
方
向
に
法
則
性
が
，

な
い
か
否
か
に
つ
い
て
考
察
し
た
。

古
典
。
五
行
設
に
是
を
あ
て
は
め
て
解
釈
を
試
み
る
と
、
可
ω
と
吋
α
は
一
つ
の
グ
ル

ー
プ
で
あ
り
。
吋
ω
と
匂
畑
、

E

H

と
図
。
、
司
H

と
句
。
、
出
お
と
白
血
・
と
が
一
つ
の
グ
ル
ノ

ー
プ
に
な
っ
て
い
る
。
乙
の
五
つ
の
グ
ル
ー
プ
に
先
の
強
〈
作
用
し
た
方
向
を
あ
て

は
め
、
そ
の

μ
A
量
。
多
い
即
ち
強
く
作
用
し
た
方
向
-D
み
示
す
と
古
典
の
相
生
、

相
越
線
と
相
似
的
形
態
が
得
ら
れ
る
。

そ
れ
に
強
〈
作
用
し
た

μ
A
霊
で
な
く
、
よ
く
作
用
し
た
回
数
の
多
い
方
向
を
一
示
?

と
、
や
は
り
古
典
相
生
、
相
魁
線
と
相
似
的
結
果
が
得
ら
れ
る
ロ
側
、

第
二
実
験
吋
m
H
H
(
血
良
導
絡
上
の
良
導
点
を
指
鹿
し
、
嬉
痛
を
起
さ
せ
、
他
の

良
導
点
に
指
廊
一
を
加
え
て
、
吋
α
戸
の
指
摩
一
痛
が
軽
減
す
る
や
否
や
を
し
ら
べ
た
。

そ
の
結
果
、
『
A

良
導
上
以
外
む
良
導
点
で
は
司
巴
-
H
D
指
歴
痛
は
軽
減
し
な
か
っ
た

匂
ち
を
指
題
す
る
と
匂
a
H
H

の
指
摩
痛
は
軽
減
し
匂
ち
の
指
底
痛
が
強
〈
心
づ
た
。
，

共
は
司
も
の
指
底
痛
を
軽
減
せ
し
め
る
良
導
点
を
求
め
た
。
出
。
H
O
を
指
座
す
る
と

匂・
3

D
持
管
痛
は
軽
減
し
た
、
古
典
口
調
う
。
相
生
線
の
逝
D
方
向
に
、
そ
の
指
屡

痛
が
転
診
す
る
の
感
が
あ
る
。
相
越
線
及
び
そ
の
逝
で
は
、
指
駆
痛
は
転
移
し
な
か

う
た
。
と
れ
は
相
生
線
と
、
相
魁
線
に
相
違
が
あ
る
乙
と
と
解
さ
れ
る
。

ω.

第
三
実
験
、
第
二
実
験
。
相
生
線
逆
方
向
、
指
摩
痛
転
移
の
状
態
と
通
電
抵
抗
の

関
係
を
知
る
箆
に
行
っ
た
も
D
で
、
句
a
H
Y

司
白
.
♂
国
U
H
0
・
】
り
も
"
問
、
・
で
測
.

定
し
、
測
定
部
位
の
す
ぐ
内
側
を
痛
み
を
起
す
ま
で
指
摩
し
た
o
そ
れ
ん
t
k
を
指
慶

し
て
、
各
測
定
部
位
の
電
流
量
D
変
化
を
測
定
し
た
。
そ
し
て
、
指
底
部
の
通
電
抵

抗
と
他
の
4
つ
に
対
す
る
通
電
抵
抗
の
変
化
を
5
つ
合
計
し
・
て
み
る
と
、
刺
激
〈
指

鹿
〉
部
位
は
き
な
〉
増
加
し
、
左
ま
わ
り
一
つ
め
は
l
z
h
h
〉
、
=
つ
め
は
お
な
〉
、

三
つ
め
は

οミ
〉
、
四
つ
.
め
は

a
E
〉
・
と
な
っ
て
い
る
。
指
腿
一
部
位
は
と
の
例
で
は

指
鷹
直
後
に
於
て
は
交
感
紳
経
の
興
奮
性
が
高
ま
り
、
左
ま
わ
り
一
つ
め
に
於
て
は

s
交
感
紳
経
の
興
奮
性
が
抑
制
さ
れ
て
い
る
と
解
さ
れ
る
。
と
れ
は
指
麿
に
よ
っ
て
交

感
紳
経
の
興
奮
性
が
高
ま
り
(
疹
痛
を
起
し
〉
、
相
生
線
の
逝
の
方
向
一
つ
め
を
指
慶

す
る
と
、
指
底
部
位
の
交
感
紳
経
の
興
奮
性
が
，
高
ま
り
、
一
づ
左
ま
わ
り
に
は
焚
感

紳
経
の
興
奮
性
が
抑
制
さ
れ
る
の
で
、
先
の
指
墜
痛
が
軽
減
さ
れ
る
と
解
し
得
る
。

以
上
は
指
墜
直
後
の
値
で
い
分
以
後
で
は
そ
の
反
対
に
な
っ
て
く
る
場
合
が
多
い
。

第
四
項
考
按
及
び
結
語

五
行
設
は
易
学
の
理
論
を
人
休
に
無
理
に
あ
て
は
め
た
も
の
で
あ
る
と
な
す
設
が

あ
り
、
叉
形
態
を
と
と
の
え
る
震
に
相
当
無
理
な
点
が
あ
る
等
と
相
当
警
告
的
な
意

見
が
多
い
。
現
代
科
学
に
関
係
の
あ
る
人
程
と
の
様
な
考
え
を
持
つ
人
が
多
い
。
著

者
の
実
験
も
東
洋
古
法
の
理
論
を
証
明
す
る
震
に
-
行
っ
た
も
の
で
は
な
く
、
唯
古
典

に
比
較
検
討
し
、
之
に
あ
て
は
ま
る
か
の
如
き
結
果
を
偶
然
の
一
致
と
色
考
え
ら
れ

る
程
予
想
外
の
照
合
的
結
果
が
得
ら
れ
る
に
驚
く
の
み
で
あ
る
。
第
一
実
験
よ
り
、
.

第
三
実
験
の
結
果
よ
り
み
る
時
、
古
典
五
行
鏡
、
相
生
、
相
魁
線
と
い
う
哲
理
は
荒

唐
無
稽
の
空
訟
と
し
て
排
レ
去
り
難
ぎ
を
覚
え
し
め
る
も
の
が
あ
る
。
t
古
人
が
経
験

よ
り
大
島
的
に
一
つ
の
大
き
い
傾
向
を
把
握
し
て
、
か
t
A

る
帰
納
的
命
題
を
普
遁
妥
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当
律
と
し
て
適
用
せ
し
め
ん
と
し
た
も
の
が
易
学
の
理
論
と
相
似
的
な
取
扱
が
可
能

な
の
で
之
を
取
り
入
れ
、
其
・
の
後
易
学
の
理
論
を
土
台
に
し
て
或
種
の
組
立
て
を
行

っ
て
い
っ
た
震
に
、
実
際
に
は
ず
れ
た
理
論
も
住
じ
た
処
あ
る
と
解
す
べ
き
で
あ
る

ま
い
か
。
叉
万
一
で
は
、
経
験
を
土
台
に
し
て
得
た
或
程
度
の
帰
納
的
命
題
の
進
展

に
五
.
行
設
の
理
論
だ
け
で
は
割
り
切
れ
な
い
も
の
を
生
じ
た
の
で
七
十
五
難
の
治
療

変
則
と
い
う
様
な
も
の
が
出
来
た
ろ
う
。
乙
D
と
と
は
古
人
が
五
行
に
と
ら
わ
れ
な

い
で
経
験
を
主
に
し
て
例
外
的
変
則
を
作
っ
た
も
の
と
着
倣
す
べ
く
、
五
行
設
原
則

が
経
験
に
於
て
も
合
理
的
の
処
が
あ
っ
た
と
い
う
と
と
に
も
な
ろ
う
。
又
、
古
典
で

は
虚
す
る
に
は
母
を
補
し
と
い
う
言
葉
が
あ
る
。
虚
と
は
病
邪
に
対
す
る
身
体
の
カ

生
命
力
.
抵
抗
力
の
弱
い
も
の
で
、
乙
れ
を
良
導
絡
的
見
地
か
ら
云
う
と
測
定
値
の

.

h

h

〉
盤
が
多
い
も
の
は
実
、
〉
輩
。
少
い
も
の
を
虚
と
考
え
得
ょ
う
。
同
り
u
H
H

が
な
〉

量
が
少
い
時
は
そ
の
母
と
い
う
の
は
相
生
関
係
の
逆
一
つ
め
を
い
う
の
で
司
も
に
あ

た
る
を
備
し
、
補
し
と
は
良
導
絡
で
は
な
〉
霊
の
増
加
す
る
様
な
.
刺
激
を
与
え
よ
と

い
う
と
と
で
あ
る
。
す
る
と
、
そ
の
子
、
吋
切
戸
は
刺
激
直
後
で
は
な
〉
霊
が
減
少

す
る
が
、

ω
数
分
後
で
は
な
〉
霊
が
増
加
す
る
と
考
え
ら
れ
る
。
乙
の
様
な
関
係
が

第
三
実
験
の
結
果
に
現
わ
れ
て
い
る
と
と
は
興
味
あ
る
現
象
と
云
っ
て
よ
か
ろ
う
。

-
第
十
章
主
伝
導
方
向
と
興
奮
線
、
抑
制
線
じ
関
す
る
研
究

第

一

項

緒

言

五
行
設
が
必
ず
し
も
荒
唐
無
稽
な
架
空
設
で
な
く
、
笹
川
の
喝
破
せ
る
如
く
哲
理
を

包
誠
す
べ
き
乙
と
が
推
せ
ら
れ
る
様
な
実
験
事
実
が
得
ら
れ
た
の
で
、
も
う
少
し
)

掘
り
下
げ
て
と
れ
を
研
抗
す
る
興
味
と
必
要
と
が
生
じ
て
来
た
。
疾
患
に
於
け
る
代

表
良
導
点
@
μ
A
量
の
変
化
か
ら
、
ど
C
良
導
絡
@
興
奮
性
が
高
ま
っ
て
い
る
時
ど

の
良
導
絡
の
興
奮
性
が
低
下
し
て
い
る
と
と
が
多
い
と
か
、
逆
に
ど
D
良
導
絡
の
興

奮
性
が
低
下
し
て
い
る
時
に
、
ど
む
良
導
絡
の
興
奮
性
が
高
ま
っ
て
い
る
と
と
が
多

い
と
か
い
う
様
な
と
と
に
つ
い
て
検
討
を
試
み
よ
う
と
し
た
ロ
そ
し
て
五
グ
ル
ー
プ

の
う
ち
、
或
る
良
導
絡
の
興
奮
性
が
低
下
し
て
い
る
時
‘
良
導
絡
の
興
奮
性
が
高
ま
っ

て
最
も
多
く
現
わ
れ
る
グ
ル
ー
プ
へ
の
方
向
を
興
奮
線
。
或
る
良
導
絡
の
興
奮
性
が

高
ま
つ

τ
い
る
時
、
他
D
良
導
絡
D
興
奮
性
が
低
下
し

τ最
も
多
く
現
わ
れ
る
グ
ル

ー
プ
へ
の
方
向
を
抑
制
線
と
名
づ
け
た
。
こ
の
様
な
名
称
は
刺
激
生
理
学
上
、
正
確

な
言
葉
で
は
な
い
が
、
概
念
。
把
握
が
し
や
す
い
か
ら
、
あ
え
て
、
と
の
様
な
言
葉

を
使
用
す
る
こ
と
と
し
た
。

入
沢
側
は
ウ
レ
グ
ン
麻
酔
家
兎
の
跨
腕
を
・
到
M
P

食
塩
水
で
膨
大
し
、
小
腸
の
運
動
、

及
び
緊
張
に
及
ぽ
す
影
響
を
観
察
し
、
，
択
の
結
論
を
述
ベ
モ
い
る
。

川
勝
腕
膨
大
に
よ
る
小
腸
運
動
の
抑
.
制
及
び
腸
壁
筋
緊
張
。
低
下
は
、
勝
脱
内
壁

に
存
在
す
る
求
心
性
紳
絡
む
感
受
容
器
が
腰
迫
に
よ
り
機
械
的
に
刺
激
さ
れ
る
た
め

に
起
る
一
種
の
感
一
反
射
で
あ
る
。

間
此
の
反
射
弓
は
勝
脆
か
ら
下
腹
紳
経
を
経
て
胸
髄
第
刊
以
後
根
、
及
び
腰
髄
第
1

後
根
を
介
し
て
脊
髄
に
入
り
、
上
行
し
て
延
鑓
に
興
醤
が
達
す
る
様
な
経
併
で
あ
っ

て
、
遠
心
路
は
迷
走
紳
経
と
内
臓
紳
経
と
で
あ
る
。

mw

迷
走
紳
経
中
に
は
腸
運
動
に
対
し
て
促
進
及
び
抑
制
D
2
線
維
が
含
ま
れ
、
内

臓
紳
盤
中
に
は
促
進
紳
経
の
存
在
は
証
明
し
得
な
か
っ
た
、
と
の
べ
て
い
る
。
と
れ

は
勝
腕
か
ら
、
小
腸
へ
は
古
典
で
い
う
相
越
線
に
あ
た
る
乙
と
と
照
合
し
て
興
味
が

あ
る
0

・

.

銭
場
、
内
藤

ωは
ウ

ν
1
タ
ン
廊
酔
犬
に
於
て
、
胃
及
び
小
腸
の
運
動
を
宮
己

g
ロ

ヨ己

ra
で
描
記
さ
せ
、
小
腸
片
一
に
5
M
N
食
塩
水
を
滴
下
し
た
。
小
腸
の
運
動
及
び

腸
壁
筋
緊
援
が
著
し
く
増
大
す
る
時
は
、
反
射
的
に
胃
の
緊
張
は
低
下
し
、
或
は
其

の
運
動
は
一
過
性
に
全
く
消
失
す
る
o

乙
の
反
射
は
両
側
迷
走
紳
経
及
び
大
小
内
臓

二
柳
濯
の
切
断
、
腰
部
交
感
紳
経
節
状
索
。
摘
出
に
よ
っ
て
消
失
し
な
い
、
し
か
し
腹

腔
及
び
上
腸
間
膜
紳
系
節
の
摘
出
或
は
之
ら
紳
綬
節
へ
の
エ
コ
チ
ン
塗
布
及
び
腸
間

膜
紳
経
の
切
断
叉
は
コ
カ
イ
ン
に
よ
る
遮
断
等
に
よ
っ
て
消
失
す
る
か
ら
、
小
腸
1
ぜ

胃
反
射
は
之
ら
紳
経
節
を
反
射
中
穏
と
す
る
も
の
で
あ
る
と
の
べ
て
い
る
。
と
れ
は

古
典
に
よ
れ
ば
、
r

小
腸
l
胃
で
相
生
関
係
に
あ
る
と
と
と
照
合
し
得
ょ
う
。

以
上
の
反
射
は
脳
に
於
け
る
中
植
を
介
し
な
い
現
象
で
、
.
腹
腔
及
び
上
腸
間
膜
神
経

節
に
反
射
中
揺
が
あ
り
、

y
-
D
様
な
反
憶
が
現
わ
れ
た
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。
之
は

古
典
の
考
え
に
一
致
し
な
い
。
そ
れ
は
末
梢
に
於
け
る
単
.
純
な
る
反
射
に
よ
る
彰
響

で
あ
る
か
ら
と
考
え
て
い
る
。
五
行
的
な
複
雑
な
る
相
生
、
相
魁
関
係
が
人
体
に
於

て
哲
理
を
持
し
℃
厳
存
す
る
な
ら
ば
、
そ
れ
は
自
律
紳
緩
及
び
そ
の
中
桓
乃
至
そ
れ



~
に
関
係
環
日
円
申
i

椙
に
如
斯
反
針
機
転

E
求
め
得
手
作
る
D
で
は
な
り
か
ま
幸
生
ら
れ

-

る
・
織
る
考
が
妥
当
性
を
有
す
る
か
否
か
に
就
い
て
何
等
か
の
手
掛
り
が
得
ら
由
か

-

と
考
え
吹
D
如
き
笑
験
、
主
獄
み
た
。

第

二

項

実

験

川
実
験
資
料

旬
名
の
患
者
、
成
人
男
女

ω
実
験
装
置

良
m
時
点
市
流
危
測
定
装
位

問
実
験
方
法

忠
者
む
庁
右
代
表
良
相
時
点
刈
ケ
所
で
通
沼
町
流
量
を
測
定
す
る
。
.
そ
の
叫
例
の
各
例

白
中
、
h
h

〉
円
品
。
特
に
大
き
い
-
b
の
と
、
特
に
小
い
も
の
と
を
選
び
、
ミ
〉
露
。
特

に
大
き
い
も
D
は
O
印
、
特
に
小
い
も
@
は
X
印
と
し
た
e

附
z
実
験
成
繊

動Ul量的DμA盤。特記スきい{， :D，一語瓦証、さいb
買~ .14表

一一一11--

ωデ ー タ ・
Dを遺~式。

②データー.刺激問。μA歪C特iこ
大きいも<D.特lこ小さいものを迦ぷ

:IDデーター.~!q敵前のμA盆の特に大きいもの，特に小さ
いもD壱選;';0
館前袈 ， ー ー ・円四



川
デ

1.
タ
l
、
刺
激
前
の

μ
A
量
の
特
に
大
き
い
も
の
、
特
に
小
さ
い
も
の
を
選
ぶ
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第 57表

①
、
②
、
@
、
④
デ
ー
タ

1
.

の
刺
激
前

D
μ
A
量
で

μ
A
量
の
特
に
大
き
い
も
の

を
O
、

μ
A
量
の
特
に
小
さ
い
も
の
を
×
と
し
て
記
入
し
た
。

刑
罰
則
罰
割
引
η

出

第

三

項

考

按

良
導
絡
む
興
搭
個
性
の
高
ま
っ
て
い
る
の
を
興
、
興
活
性
の
低
下
し
て
い
る
の
を
抑
と
，

便
宜
上
名
づ
け
る
。
興
と
は
通
電

μ
A
量
D
大
き
い
も
の
で
あ
り
、
抑
と
は
そ
れ
の

小
さ
い
占
色
白
で
あ
る
由

園
田
興
奮
性
C
高
ま
っ
て
い
る
表
。
。
を
中
心
に
し

τ考
察
す
る
と
。

第 58表

A'出
丸
心
)
良
導
絡
の
興
D
場
合
、
】
よ
〈
腎
)
、
】
v
m
(
眠
)
各
一
一
例
が
抑
で
あ
っ
た
。

@
国
H
(
蹄
)
良
導
絡
の
鎚
.
D
場
合
、
明
，
・
目
(
蹄
腕
)
6
例
、
・
司
凶
(
肝
)
4
例
、
司
α
〈
阻
)
4

例

.za(大
腸
)
8
例
.
国
人
小
腸
)
8
例
J

司
会
(
胃
〉
2
例
、
吋
ω(
腎
)
2
例、

出
ロ
(
心
)
1
例
が
抑
で
あ
っ
た
。

@
出
。
(
大
腸
)
良
導
絡
む
興
の
場
合
、
同
α
(
胆
)
3
例
、
国
民
心
〉
8
例
、
司
ぬ
(
肝
)
U

例
.
同
り
の
.
ハ
胃
〉
ロ
リ
例
、
同
，
-
(
一
瞬
脆
V
6
例
、
司
ω〈
腎
〉
4
例
‘
司
同
(
牌
)
8
例
が
抑
で

あ
っ
た
。

A
V
白
人
小
腸
〉
良
導
絡
の
興
の
場
合
、

H

J

(
勝
腕

6
例
、
回
り
・
u
、
阻
〉
4
.
例
、
可
ぬ
(
肝
)

3
例
、
司
凶
〈
牌
)
、
同
日
目
ハ
腎
〉
各
2
例
.
回
目
"
へ
心
v
、
可
角
田
(
胃
)
各
l
例
は
抑
で
あ
っ

た。

@
司
H
(

牌
)
良
導
絡
が
奥
の
場
合
、
可
』
(
跨
腕
)
4
例
、
回
日
目
〈
心
〉
.
司
α
(
脆
)
各
.
2
例

国
H

〈
肺
)
、
恒
久
大
腸
)
、
司
ω
ハ
肝
〉
各
1
例
は
抑
で
あ
っ
た
。

@
町
民
肝
v
良
導
絡
が
興
の
場
合
、
国
見
肺
)
.
国
広
心
)
各
1
例
が
抑
で
あ
っ
た
o

A'HJ(腎
)
良
導
絡
が
興
の
場
合
、
民
会
〈
大
腸
〉
3
例
、
出
火
心
)
3
例
、
出
品
F

(

小
腸
)

円
広
務
脆
)
各
2
例
、
同
匂
(
肝
〉
、
司
訊
(
脆
)
、
国
民
肺
)
各
l

例
は
抑
で
あ
っ
た
。

@
司
恥
(
跨
脱
〉
良
導
絡
が
興
の
場
合
、
国
広
心
)
4
例
、
出
回
(
肺
)
、
国
広
小
腸
〉
、

可
-m(
施
〉
各
3
例
、
目
。
(
大
腸
)
2
例
、
司
ω
〈
肝
』
、
司
角
田
ハ
胃
)
、
司
同
〈
牌
〉
各
1
例

は
抑
で
あ
っ
た
ロ
.

φ
司
α(
蹄
〉
良
導
絡
が
興
の
場
合
、
国
広
心
〉
、
出
会
〈
大
腸
)
、
司
M

・
(
牌
〉
各
1
例
は
抑

で
あ
っ
た
0

.
吋
又
胃
〉
良
導
絡
が
興
の
場
合
可
弘
勝
脱
)
l
例
が
抑
で
あ
っ
た
。

以
上
よ
り
興
の
あ
る
グ
ル
ー
プ
か
ら
み
て
、
他
の
4
グ
ル
ー
プ
に
対
し

τ矢
印
を
つ

け
る
と
、
そ
れ
は
、
古
典
の
相
越
線
と
よ
ば
れ
る
方
向
に
山
中
7
ま
で
が
.
現
わ
れ
た

と
れ
は
或
る
グ
ル
ー
プ
の
興
奮
性
が
高
ま
っ
て
く
る
と
.
そ
の
相
魁
線
の
方
向
の
グ

ル
ー
プ
に
対
し

τ抑
制
さ
せ
る
様
な
影
響
が
及
ん
で
く
る
の
・
で
は
な
い
か
と
考
え
ら

れ
る
。
そ
れ
で
古
典
の
相
魁
線
と
よ
ば
れ
る
も
D
に
対
し

τ良
導
絡
で
は
抑
制
線
と

名
づ
け
た
。
叉
以
上
の
M

D
輿
に
対
し
て
最
も
多
く
現
わ
れ
た
抑
は
抑
制
線
に
現
わ

れ
た
わ
け
で
あ
る
が
、
そ
の
内
、
・
臓
が
興
で
あ
る
と
抑
制
線
。
腕
が
抑
に
な
る
場
合

が
多
い
。
そ
れ
と
反
対
に
蹄
が
興
で
あ
る
と
、
そ
の
抑
制
線
の
臓
が
抑
に
な
る
場
合
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が
多
い
。

内
・
興
奮
性
の
低
下
し
て
い
る
衰
の
×
を
中
心
に
し
て
考
察
す
る
と
。

-
民
ω
〈
心
〉
良
導
絡
が
抑
D
場
合
、
出
。
(
大
腸
〉
8
例
、
司
・
恥
〈
跨
脆
〉
4
例
、
句
"
ハ
腎
〉

3
例
.
匂
H

〈
牌
)
2
例
.
恒
久
肺
)
、
同
A
F

〈
小
腸
)

J

吋
ω(
肝
〉
、
吋
G
(

施
〉
各
1
例

'

が

興

で

あ

っ

た

。

・

.

A'出
ス
肺
)
良
導
絡
が
抑
の
場
合
、
句
A
F
(

跨
腕
〉
3
例
、
匂
同
(
牌
〉
、
句
ω(
肝
)
、
匂
ω

円
腎
)
各
1
例
が
興
で
あ
っ
た
。

A
'
E
O
(
大
腸
〉
良
導
絡
が
抑
の
場
合
、
出
国
(
肺
・
)
8
例
、
可
白
〈
腎
)
3
例
、
司
』
ハ
跨
脱
)

2
例
、
回
り
ス
牌
)
、
司
日
〈
謄
〉
各
1
例
が
興
で
あ
っ
た
。

-E久小
腸
〉
良
導
絡
が
抑
の
場
合
、
国
ス
肺
〉
、
可
F
(
跨
腕
〉
各
8
例
、
同
ω(
腎
〉
2

例
が
興
で
あ
っ
た
。

-
司
同
〈
牌
〉
良
導
絡
が
抑
の
場
合
.
E
a
(
大
腸
)
3
例
田
久
小
腸
〉
2
例
、
司
-
P

〈
跨

腕
〉
、
吋
日
〈
胆
)
各
1
例
が
奥
で
ゐ
っ
た
。

・3〈肝
〉
良
導
絡
が
抑
の
場
合
。
国
広
大
島
近
例
、
国
同
〈
蹄
〉
4
例
、
国
久
小
腸
〉

8
例
、
ヨ
〈
牌
)
1
例
が
興
で
あ
っ
た
。

A'吋
ロ
(
腎
)
良
導
絡
が
抑
む
場
合
、
出
。
(
大
腸
〉
3
例
、
民
同
(
肺
山
、
出
向
〈
小
腸
〉
各
2

例
、
出
丸
心
〉
I
例
が
興
で
あ
っ
た
。

@
句
人
跨
脆
)
良
導
絡
が
抑
の
場
合
、
国
広
大
腸
)
7
例
‘
同
九
小
腸
〉
6
例
、
，
H
H

ハ肺
)
6
例
、
ヨ
(
牌
〉
3
例
、
吋
h

H

(

腎〉
2
例
が
興
で
あ
っ
た
。

-
】
り
お
〈
胆
〉
良
導
絡
が
抑
の
場
合
.
国
人
大
腸
)
7
例
、
国
人
肺
)
何
人
小
腸
〉
各
4
例

可
M

(

碑
ν、
円
H

(

勝
銑
)
各
2
例
.
国
ロ
(
心
〉
l
例
が
興
で
あ
っ
た
。

@
句
。
(
胃
〉
良
導
絡
が
抑
の
場
合
。
出
。
八
大
腸
)
8
例
、
出
回
(
蹄
〉
2
例
、
出
前
(
小
腸
)

ー
例
興
が
で
あ
っ
た
回

以
上
よ
り
抑
の
あ
る
グ
ル
ー
プ
か
ら
み
て
、
他
C
4
グ
ル
ー
プ
に
対
し
て
矢
印
を
つ

け
る
と
、
そ
れ
は
、
古
典
。
相
生
線
と
よ
ば
れ
る
方
向
に
最
も
多
く
興
が
現
は
れ
た
‘

.
と
れ
は
或
る
グ
ル
ー
プ
の
興
奮
性
が
低
下
す
る
と
、
そ
の
相
生
線

D
方
向
。
グ

A
I

プ
の
興
奮
性
が
高
く
な
っ
宅
く
る
の
で
は
な
い
か
色
考
え
ら
れ
る
。
そ
れ
で
古
典
。

相
生
線
と
よ
ば
れ
る
も
の
を
良
導
絡
で
は
興
奮
線
と
名
づ
く
べ
き
も
の
に
よ
く
似
て

い
る
と
考
え
ね
ば
な
ら
な
い
。
そ
し
て
前
と
同
様
、
臓
が
抑
で
あ
る
と
、
興
奮
線
。

脚
が
興
に
な
る
場
合
が
多
く
、
そ
れ
と
反
対
に
、
蹄
が
抑
で
あ
る
と
、
興
奮
線
D
臓

が
興
に
な
る
場
合
が
多
い
。
倒

第

四

項

結

語

良
導
絡
を
(
匂
M
-

可
h
M
)

門出
h
r
.

同
情
)
〈
匂
7

句
。
)
(
国
ゲ
図
。
)
(
司
h

r

匂
H
)

の
五
つ

の
グ
ル
刈
プ
に
分
け
て
考
察
す
る
と
、
そ
の
内
或
る
一
つ
の
臓
良
導
絡
む
興
奮
性
が

高
ま
る
と
、
そ
D
抑
制
線
〈
古
法
相
魁
線
該
当
)
の
グ
ル
ー
プ
の
腕
良
導
絡
の
興
奮
性

が
低
下
し
て
い
る
場
合
が
多
く
、
臓
蹄
が
反
対
に
な
る
乙
と
が
多
い
。

又
或
る
一
つ
の
臓
良
導
絡
の
興
奮
性
が
低
下
す
る
と
そ
の
興
奮
続
〈
古
典
相
生
線
該

当
)
の
グ
ル
ー
プ
の
蹄
良
導
絡
む
興
奮
性
が
高
ま
っ
て
い
る
と
と
が
多
く
、
臓
腕
が

‘
反
対
に
な
る
乙
と
が
多
い
白


